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§１．研究開発実施体制  

 

（１）研究代表者グループ（長岡技術科学大学） 

① 研究開発代表者：笠井 大輔 （長岡技術科学大学技学研究院、准教授） 

② 研究項目 

・天然ゴム分解遺伝子変異株を用いたゴム変換系構築と反応条件の最適化 

・天然ゴム分解菌のポリイソプレン分解遺伝子の特定とその機能欠損 

・天然ゴム分解系の開発 

 

§２．研究開発実施の概要  

本課題では、樹木成分の一つであるテルペン類、特にその中でも莫大な生産量を誇るポリイソ

プレン（天然ゴム）を原料としたバイオマスプラスチック生産を目指す。具体的には、天然ゴムの主

成分であるポリイソプレンを分解できる微生物の酵素機能を利用して、土壌や水環境における高い

生分解性と高い実用性が示されている“3-ヒドロキシ酪酸-3-ヒドロキシヘキサン酸共重合ポリエステ

ル (PHBH)”の生合成系を確立を目指す。そこで本年度では、ゴム分解能の強化を目指して、ゴ

ム分解菌Nocardia sp. E1株のポリイソプレン分解に関わる遺伝子の特定と改変、E1株を用いた

ゴム変換反応条件の最適化、さらに分解能の高いゴム分解菌の探索を行った。 

 

 


